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方法について
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典拠を読む。創作を見分ける。
資料

所在を確認できる文章、図像、物品を指します。典拠が力を帰属させたり、出現を
語ったりする場合は、その文献の主張として示し、確認済みの事実には置き換えませ
ん。
受容

ある名や姿が、別の書物、時代、芸術表現の中で変容することです。位階、外見、役
割の違いは保ち、説明します。
解釈

本書で提示する読み方です。典拠そのものの言葉とは区別され、もととなる資料を変
えずに見直すことができます。
現代の儀式

本巻の儀式実践は、すべて独自に構成したものです。それぞれについて、典拠から取
り入れたモチーフを示し、用いる物、言葉、終え方、記録方法を明記します。

実践の方針

参加は任意で、いつでも終えることができます。超自然的な結果は約束しません。実
践で扱うのは、自分自身の注意、信仰、行動です。他者を支配することを認めるもの
ではありません。
定型文は、スペイン語原版のために独自に作成したものです。他言語の用語は、文脈の中または用語集で説明します。



はじめに
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鍵と境界
ヘカテーは、扉のそばや分かれ道に現れ、松明を持ち、三つの姿で表され、夜の呼び
かけの中で名を呼ばれることがあります。そのいずれの図像も、単独では彼女の歴史を
収めきれません。ヘシオドスは非常に広い領域での栄誉を彼女に認めます。『デメテル
への讃歌』は、探索と帰還の中に彼女を位置づけます。ヘレニズム文学は彼女を魔術と
結びつけ、現存する物品にはさまざまな視覚表現が見られます。

本巻は、その多様性をたどります。ヘカテーをソロモン系の悪魔目録に属する存在とし
て整理したり、現代の解釈をもとに彼女の古さを判断したりはしません。グリモワー
ル叢書に収めるのは、ここでは形式上の選択です。内容では、ギリシアの女神、その祭
祀、後世の受容の違いを保ちます。この違いは、彼女を敬う言葉を選ぶうえで大切で
す。

十二の儀式は、現代の信仰実践として提案するものです。始まり、傾聴、選択、感謝、
保護、供物、記憶、世話、観想、称賛、帰還、約束を扱います。それぞれが文献上の参
照先、日常の品、スペイン語原版のために独自に作成した定型文を組み合わせていま
す。鍵はあくまで鍵であり、光にはランプを使うことができ、境界は卓上に表せます。
行為の形は意図的に定めていますが、本書では立証できない古代の条件を再現する必要
はありません。

歴史を読むことと実践することは、全体を通じて連れ立っています。解説は、モチーフ
を選んだ理由と、それを伝える典拠の範囲を理解する助けになります。記録は、感情や
偶然の一致を義務に変えることなく、経験を残すためにあります。ヘカテーを敬うこと
は、簡素で深い行為になりえます。意図をもって始め、今いる場所に注意を向け、儀式
の外でも配慮が続くように終えるのです。



歴史・01
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ヘカテーに与えられた栄誉
『神統記』では、ヘカテーはアステリアとペルセスの娘です。その栄誉を詳しく述べる
一節は、彼女を地下の存在としてだけ描いてはいません。ゼウスは大地、海、空にお
ける彼女の取り分を認め、詩は人間の生活の非常に多様な活動への関わりを描きます。

集会、裁き、戦い、競技、馬、漁、家畜の群れが、その範囲に現れます。ヘカテーは力
を貸すことができますが、どんな願いにも自動的に応じる義務としては描かれていませ
ん。本文は彼女の意志を強調します。最後には、日の光のもとに生まれ出る若い者たち
の養育者としても紹介されます。

この広がりは、現在の実践の出発点を変えます。道や夜とともに、世話、努力、人と分
かち合う生活を敬うことができます。ほかの伝統を否定する必要はありません。主要な
古代資料の一つが、複数の側面を示していると認めることです。

三つの領域の儀式は、大地、海、空を、注意と感謝を向けるモチーフとします。そこで
用いる器と言葉は新しく作られたものです。この家庭での手順は、詩には含まれていま
せん。同じように、小さな世話の行為をヘカテーに捧げることは、文献にある栄誉に
着想を得ていますが、失われた古代の典礼を復元しようとするものではありません。
出典：H1・『神統記』404～452行



事例と読解演習
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詩の中の栄誉
ある読者が『神統記』を読んだ後、「ヘカテーはすべての領域を支配する」という主
張に出会います。ノートに取り入れる前に、栄誉についての一節へ戻ります。物語の中
で、誰が与え、誰が保持し、誰が助けを受けるのかを調べてください。それぞれの動
詞は異なる関係を表し、単一の支配という考えでまとめるべきではありません。

一節から二つの例を選んでカードを作り、それぞれにどんな人間の活動が現れるかを
示します。その後、史料の著者としてヘシオドスの名を挙げて要点をまとめてくださ
い。詩の中の主張と、ギリシア宗教全体についての結論とを、ほかの人が区別できる
文にします。

「いつも」と「すべて」を消して、まとめを点検してください。意味が通らなくなる
なら、おそらく一般化に依存していました。詩的な賛歌を普遍的な目録に変えずに、
その描写の広がりを保ちましょう。

一節にある活動と動詞

史料の文脈に位置づけたまとめ



儀式を始める前に
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卓上を整える
不要な中断を受けずに実践を終えられる、家の中の場所を選びます。儀式に応じて一
つまたは二つの電気ランプ、清潔な水、指定された品を用意してください。鍵は自分の
ものを使い、通常の用途を保ちます。公共の場所に置き残したり、錠前を変えたりす
る必要はありません。

指定された歴史上の箇所を読み、その後で現代の定型文を読みます。両者の役割は異
なります。前者はモチーフを資料で裏づけ、後者は提案された行為を実践できるように
します。信仰をもってヘカテーに語りかけても、注意を向ける象徴的な実践として儀
式を読んでもかまいません。どちらの場合も、特別な体験を起こす必要はありませ
ん。

定型文は、もともとスペイン語で書かれています。他言語の名や添え名には、その意
味を添えます。ランプは、裸火を使わずに光を表します。動物の遺骸、同定が不確かな
植物、摂取や吸入のための物質は使いません。

始める前に、物をどう片づけ、食べ物を供える場合はその後どうするかを決めます。終
わりには別れの言葉を述べ、明かりを消し、それぞれを元の場所に戻します。終える
ことで、空間は日常生活へ戻ります。起きたことを簡潔に記録してください。穏やか
だった、気が散った、何も特別なことはなかったという場合でも、終えられます。

一つの意図と、一つの終わり

始める前に、何をするか、どうすれば終えたと分かるかを書きます。その後、事実、
印象、決断を別々の欄に分けて記録を完成させます。



言葉・所作・終結
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儀式の構成
挨拶と場所

共同生活を不要に妨げずに始め、終えられるよう、場所を整えます。机、明かり、自分
の鍵だけで足りることもあります。挨拶では、ヘカテーの名と今回の実践の趣旨を述べ
ます。表した扉や道を、古代の聖域の復元に変える必要はありません。

称賛、願い、献げること

讃えることは属性を認め、願うことは意図を表し、献げることは作業や時間を差し出
します。三つは共存できますが、同じものではありません。実践集の定型文は、そのモ
チーフを説明し、原版ではスペイン語で書かれています。願いは女神に債務を負わせ
ず、後の出来事を返答と解釈する義務も生みません。

供物のその後を決める

食べ物や水を用いる場合は、その後の扱いを先に決めます。通常の衛生状態を保ち、公
共の場所や自然の中に残さないようにします。本書の構成では、注意と感謝を捧げた後
に、その食べ物を利用してかまいません。この選択を、古代の典礼全体の再現として
は示しません。

別れと帰還

ランプを消し、鍵を元の場所に戻し、机を通常の用途へ戻します。別れの言葉は終わり
を認めるもので、自分の意志で再び取り組む可能性を断ちません。記録では、行為、
感情、解釈を区別します。静かで簡素な実践だったとしても、より強い体験を得るため
に延長する必要はありません。選んだ具体的な行動を通して、配慮は続きます。

十二の手順は、現代に構成したものです。資料に由来するモチーフは、それぞれの実践で示します。



実践01・基礎と準備
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01・境界での挨拶
ヘカテーへの信仰実践のための短い時間を開き、その終わりを示します。

「境界での挨拶」は、明かりと自分の鍵を用いて、信仰実践の時間を開きます。道のモ
チーフは賛歌の伝統に由来し、迎え入れる場面は『デメテルへの讃歌』で付き添うヘ
カテーに関係します。家庭での配置と儀式の言葉は、現代に構成したものです。

境界は、入ること、とどまること、出ることの関係として捉えます。特別な扉も夜の時
刻も必要ありません。鍵は、開けられるものと守るべきものがあるという、具体的な
責任を思い起こさせます。挨拶はその限界に注意を向け、初めから終え方を準備しま
す。十分に整った始まりは、終える可能性を保っています。

用意するもの

電気スタンド、自分の鍵、布または紙1枚。
準備

通路を塞がずに使える室内の扉の近くで、布の上に鍵を置きます。敷居は家の普通の場
所です。繰り返しまたぐ必要も、特別な時刻に行う必要もありません。室内の扉を選ぶ
か、その役割を机の上に表してください。通路は空けておきます。鍵を紛失しないよ
う、布や紙の上に置きます。場所を整える、仕事を引き受ける、受けた助けを認めるな
ど、どんな短い世話の行為を捧げるか決めてください。照明をつける前に、別れの言葉
を読みます。

モチーフの由来：H2とH4の光と道。家庭で行う挨拶は独自の創作です。



実践01・境界での挨拶
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01・手順と終え方
01・通り道を整える

場所が片づいていることを確認します。ランプをつけ、「このひとときを、道と鍵の女
神ヘカテーに捧げます」と述べます。短く沈黙します。献げる行為を明確にする助けに
なるなら、自分の名を言い、今いる場所を述べてください。そこが古代の聖域に変
わったとは宣言しません。数分の間、いつもとは違う注意を向ける場所になると認め
るだけで十分です。

02・挨拶する

手に何も持たず、定型文を唱えます。鍵を見て、開けられるものと、守る必要のあるも
のを思い起こします。配慮の意図を一つだけ述べてください。その意図は、小さく、実
行できるものにします。定型文の後に、一文で述べてもかまいません。最初の目的が分
からなくなるほど、次々と願いを加えないようにします。

03・迎え入れる

しばらく光の前にとどまります。必ず合図を得ようとはしません。望むなら、自分を迎
えてくれた場所や人への感謝を一文で書きます。人への感謝を書く場合は、その人が考
えていると想像したことではなく、実際にしてくれたことを認めます。この所作は自分
だけのものにしてかまいません。実践を、メッセージや連絡の義務に変える必要はあり
ません。

スペイン語原文の独自の定型文（日本語訳）

道と扉の前でその名を呼ぶヘカテーよ、このささやかな挨拶をお受けください。注意
をもって入り、配慮をもって出られますように。光と鍵を前に、通ること、とどまる
こと、戻ることを敬います。
終え方

「ヘカテーよ、感謝をお受けください。この行為を終えます」と述べます。ランプを消
し、布を片づけ、鍵をいつもの場所に戻します。
定型文は、手順で指定された時点に読みます。特別な体験がなくても、終えることで実践は完了します。



実践01・読解と記録
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01・読解と記録
実践の意味

境界は、終えることも教えます。明かりを消して鍵を元に戻すことは、信仰実践を否定
するのではなく、日常生活へ戻せるようにします。特別なものを何も感じなくても、行
為の形は保たれます。感情が動いたなら、毎回繰り返されることを求めずに記録できま
す。継続は、感覚を命令と解釈することではなく、再び取り組むという自分の決断によ
ります。

応用例

例：散らかったままの学習場所を整えることに、この始まりを捧げます。定型文は配慮
と迎え入れることを述べます。終えた後、具体的な課題に必要な道具を並べます。儀式
は片づけと同じではありませんが、目に見える結果へ導きます。記録には、意図、実際
に行ったこと、場所をいつもの用途に戻した方法を残します。

別の方法

実物の鍵を使わない場合は、簡単な鍵を描き、その下に何を守るかを書きます。この画
像は現代の表現であり、古代の典拠から伝わる記号ではありません。挨拶は座って、
室内の明かり一つだけで行うこともできます。
記録のための問い

1. 何を開き、何を守る必要がありましたか。2. どんな配慮の行為を選びましたか。3.
実践の終わりをどのように認めましたか。
個別の記録欄

場所、配慮の意図、感謝の一文、実行した終え方。
例は、実践を理解するための架空の状況です。効力の証言としては示していません。



H1

H2

H3

H4

H5

文献と証言・1
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参照した資料・1
ヘシオドス『神統記』404～452行。H. G. エヴリ
ン＝ホワイトによる歴史的な翻訳を、Theoi
Classical Texts Libraryで参照。

404～452行の読解では、系譜、栄誉の分配、役
割の広がりを保ちます。儀式はこの一節からモ
チーフを取りますが、家庭での配置や定型文をヘ
シオドスに帰属させません。

資料を参照する

『ホメロス風デメテルへの讃歌』、冒頭の探索と
438～440行。H. G. エヴリン＝ホワイト訳。

冒頭の探索と、帰還の際の付き添いの場面の両
方を参照します。歴史的な翻訳によって、各場面
を特定できます。儀式の二つの光は現代の解釈で
あり、讃歌の指示ではありません。

資料を参照する

パウサニアス『ギリシア案内記』2.30.2。W. H.
S. ジョーンズによる歴史的な翻訳。アイギナとア
テナイの像。

この箇所から、一つの身体の像と三重の形を区
別でき、アルカメネスへの帰属の慎重さも保て
ます。三つの姿すべてを、人生の三つの年齢段階
と自動的に同一視するためには用いません。

資料を参照する

『オルペウス讃歌』冒頭のヘカテーへの呼び
かけ。トマス・テイラー英訳（1792年）。他
の版の番号と混同しません。

番号の混同を避け、位置と翻訳者によって呼
びかけを特定します。テイラーの語彙は、歴
史的な媒介として扱います。スペイン語原版
の実践集にある挨拶は独自のものであり、ギ
リシア語の逐語訳としては示しません。

資料を参照する

アリストパネス『プルートス』、ヘカテーへ
の毎月の食事に関する箇所。The Internet
Classics Archiveで本文を参照。

ヘカテーの食事への言及は、富と貧困をめぐ
る喜劇的な議論の中に保ちます。慣習への参
照を記録しますが、典礼全体は示しません。
「ささやかな供物の食卓」は現代の構成で
す。

資料を参照する

参照：2026年9月。言い換えと解説は本書独自のものです。
現代の注記は歴史的な本文と区別します。

https://www.theoi.com/Text/HesiodTheogony.html
https://www.theoi.com/Text/HomericHymns1.html
https://www.theoi.com/Text/Pausanias2C.html
https://www.theoi.com/Text/OrphicHymns1.html
https://classics.mit.edu/Aristophanes/plutus.html
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文献と証言・2

The Method Files themethodfiles.com 120

参照した資料・2
メトロポリタン美術館、ペルセポネの帰還を描く
クラテルの目録、番号28.57.23。

作品情報は、物品、帰属、おおよその年代を特
定します。場面は、ヘカテー専有の特徴の総和と
してではなく、全体として研究します。使用した
画像は、美術館がパブリックドメインと表示し
ています。

資料を参照する

メトロポリタン美術館、ヘカテーの小像の目録、
番号61.18。ローマ帝政期。

現存品はローマ時代のもので、アルカメネスに
帰属されるギリシアの原型と関連づけられてい
ます。物品と原型の違いを保ちます。写真から部
分的に観察でき、作品情報を参照すれば観察を
広げられます。

資料を参照する

ロドスのアポロニオス『アルゴナウティカ』第三
巻。R. C. シートンによる歴史的な翻訳、1912
年。Project Gutenbergの電子版、番号830。メデ
イアとイアソンの呼びかけ。

第三巻から、メデイアとヘカテーの場面を叙事
詩の筋の中に位置づけられます。文学として解説
し、有害な行為を手順として再現しません。現
代の信仰実践の形式は、異なる範囲を保ちます。

資料を参照する

テオクリトス『牧歌』第二歌。J. M. エドモンズ
訳『The Greek Bucolic Poets』、1912年の本文
を、Theoi Classical Texts Libraryで参照。解説
は本書独自のもの。定型文は転載していません。

『牧歌』第二歌は、劇的な声、欲望、魔術実
践の受容を学ぶために用います。登場人物
を、作者や、呼びかけられた女神と混同しま
せん。解説は、この場面を、服従させること
の推奨に変えません。

資料を参照する

Amanda Herring, “Hekate of Lagina: a
goddess performing her civic duty”,
Anatolian Studies 72（2022年）、141～165
頁。DOI: 10.1017/S0066154622000072。参
照した研究。掲載画像は転載していません。
ラギナの都市社会における文脈のために参照
した学術研究。参照情報を付けた短い要約を
示し、写真、図面、本文は転載しません。家
庭での鍵の儀式は、古代の行列の再構成とし
ては示しません。

資料を参照する

参照：2026年9月。言い換えと解説は本書独自のものです。
現代の注記は歴史的な本文と区別します。

https://www.metmuseum.org/art/collection/search/252973
https://www.metmuseum.org/art/collection/search/255108
https://www.gutenberg.org/ebooks/830
https://www.theoi.com/Text/TheocritusIdylls1.html
https://doi.org/10.1017/S0066154622000072
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画像と権利・1
01・一つの軸を囲むヘカテー

女神ヘカテーの大理石小像。ローマ時代。アルカメネスに帰属される原型の翻案。
紀元1～2世紀。大理石。メトロポリタン美術館、61.18。写真：オープンアクセス、
CC0。全体を掲載、縮尺を調整。
資料を参照する

02・帰還を照らす松明

テラコッタ製の鐘形クラテル。ペルセポネの画家に帰属。紀元前440年頃。赤像式の
テラコッタ。メトロポリタン美術館、28.57.23。写真：オープンアクセス、CC0。
全体を掲載、縮尺を調整。
資料を参照する

03・複数の神々が登場する場面

テラコッタ製ヒュドリア。B. M. F 308グループに帰属。紀元前340～330年頃。赤像
式のテラコッタ。メトロポリタン美術館、07.128.1。写真：オープンアクセス、
CC0。全体を掲載、縮尺を調整。
資料を参照する

04・ディアナとヘカテー

ディアナとヘカテー。ロッソ・フィオレンティーノの周辺の画家。目録に年代の記
載なし。ペン、褐色インク。メトロポリタン美術館、2010.164。写真：オープンア
クセス、CC0。全体を掲載、縮尺を調整。
資料を参照する

複製掲載の方針

ページと作品は全体を保ちます。縮尺の調整で記号を描き直したり、失われた部分
を再構成したりしません。リンクは物品や資料の個体を特定し、情報と使用条件を
参照できるようにします。
CC0とPublic Domain Markは、各機関が示す条件を表します。作品の作者が本書であるとするものではありません。

https://www.metmuseum.org/art/collection/search/255108
https://www.metmuseum.org/art/collection/search/252973
https://www.metmuseum.org/art/collection/search/247597
https://www.metmuseum.org/art/collection/search/388401


図版05～08

The Method Files themethodfiles.com 122

画像と権利・2
05・木で表されたヘカテー

ヘカテーの小像。プトレマイオス朝エジプト、ヘレニズム期、紀元前304～30年。ネズ
属の木材。メトロポリタン美術館、39.11.3。画像：オープンアクセス、CC0。全体を
掲載、縮尺を調整。
資料を参照する

06・ヘカテーとカリテス

大理石のヘカタイオン：三つの身体を持つヘカテーと三人のカリテス。ローマ時代、
紀元1～2世紀。大理石。メトロポリタン美術館、1987.11.2。画像：オープンアクセ
ス、CC0。全体を掲載、縮尺を調整。
資料を参照する

07・版画に描かれたニンフたち

『At Nympharum Hecates Scapulis Timor Addidit Alas』。レオン・ダヴァン、1526
～1550年。エッチング。メトロポリタン美術館、60.611.97。画像：オープンアクセ
ス、CC0。全体を掲載、縮尺を調整。
資料を参照する

08・1889年のカードに描かれた女神

『Hekate, Goddess of Darkness（ヘカテー、闇の女神）』、Goddesses of the Greeks
and Romansシリーズ、N188。発行：William S. Kimball & Company、リトグラフ制作：
Ketterlinus Lithography Company、1889年。商業用カラーリトグラフ。メトロポリタン
美術館、63.350.216.188.47。画像：オープンアクセス、CC0。全体を掲載、縮尺を調整。

資料を参照する

表紙

表紙：The Method Filesのために、人工知能の支援を受けて制作した現代のイラス
ト、2026年。歴史的な物品の複製ではありません。スペイン語原版の書体：
ConstantiaとCalibri。原版ではデジタル閲覧用に埋め込まれています。
CC0とPublic Domain Markは、各機関が示す条件を表します。作品の作者が本書であるとするものではありません。

https://www.metmuseum.org/art/collection/search/253575
https://www.metmuseum.org/art/collection/search/255881
https://www.metmuseum.org/art/collection/search/697359
https://www.metmuseum.org/art/collection/search/715200


The Method Files / 試し読み

ヘカテー
鍵と境界

この先も読み進められます。

書籍全体は124ページで、読解演習と12の現代の儀式実践を、出典および参考資料とともに収めてい
ます。

実践を行わずに、歴史をたどる部分だけを読むこともできます。実践に取り組む場合は、現代に構成
されたものと明示された内容を、準備、手順、終結とともに読むことができます。

PDF形式の電子書籍の日本語版です。個別指導やTMFの講座へのアクセスは含まれません。演習の解
答はノートに書くか、PDF閲覧ソフトの注釈機能で記入します。

書籍全体を見る

日本語版：hecate

TMF電子書籍・日本語版

https://themethodfiles.com/ja/libros-digitales/lectura/hecate/
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